
 

講座名（専門科目名） 分子原虫学分野 教 授 氏 名 岩永 史朗 

学生への指導方針 寄生虫学に関する知識の取得に加え、遺伝子操作・細胞培養などの技術の取得を目指します。 

学生に対する要望 積極的に実験を行う熱意とチーム研究を行える協調性を持つ方を希望します。 

問 合 せ 先 
(Tel) 06-6879-8364 

担 当 者 岩永 史朗 
(Email) iwanaga@biken.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
出願前に連絡をいただき、面談を行います。 

 

マラリアは蚊媒介性の原虫感染症であり、年間約 2億人の感染者と約 45万人の死者を出す世界三大感染症の一

つです。病原体であるマラリア原虫はヒト−媒介蚊の間で形態変化を伴いながら、宿主細胞へ侵入・寄生し、増

殖しながら生活環を完結します。その分子基盤の解明は原虫の生物学的理解を深めるだけでなく、薬剤・ワク

チンの標的分子・抗原の同定へと繋がります。我々は次世代シークエンサー・CRISPR/Cas9 system・人工染色

体技術などの最新のゲノム解析技術・組換え DNA技術を駆使し、分子生物学・合成生物学的なアプローチで原

虫生活環の分子基盤の全貌解明を進めています。 

 

マラリア原虫の転写制御メカニズムの解明：AP2転写因子研究 

マラリア原虫は蚊の吸血後、宿主動物の肝臓の細胞に感染・寄生後、血中へと放出され、赤血球に感染しま

す。赤血球内では無性的に増殖し、赤血球への感染を繰り返し、特有の症状を引き起こします。無性増殖期の

一部の原虫は増殖を停止し、雌雄の生殖母体へと分化します。吸血により再び、媒介蚊体内に移行した時、生

殖母体細胞だけが生き残り、雌雄の生殖体へと分化・受精します。その後、分化した原虫は蚊中腸へと侵入・

寄生・増殖します。最終的に中腸で増殖した原虫は蚊唾液腺へと移動し、次の吸血の機会を待ちます（参考：

米国 CDC, https://www.cdc.gov/malaria/about/biology/index.html）。マラリア原虫は各生育ステージで特異

的な遺伝子を発現しながら、この複雑な生活環を成立させています。つまり、転写制御は生活環の根幹を成す

ものです。我々の研究室では世界に先駆け、マラリア原虫の配列特異的転写因子(Apetala2, AP2, 27種)ファミ

リーを同定しました。更に各転写因子がステージ特異的に発現し、各生育ステージでは一個のマスター転写因

子がステージ形成に関わる全遺伝子を直接かつ包括的に制御することを明らかとしました。現在、全てのマス

ター転写因子の標的分子を次世代シークエンサーを用いた技術により同定し、これをもとに原虫の全生活環に

おける転写制御メカニズム解明を進めています。 

 

マラリア原虫の人工染色体から人工細胞作製まで：原虫の合成生物学的研究 

人工染色体とは染色体分配に必須なセントロメア、直鎖状染色体の末端保護に必須なテロメア、複製に必須な

複製開始起点の三要素を組み合わせた極小の染色体です。我々はマラリア原虫のゲノムプロジェクトの終了

後、決定された配列情報を解析し、各染色体上のセントロメアを同定しました。更にこれにテロメアと複製開

始起点を組み合わせ、マラリア原虫人工染色体（Plasmodium Artificial Chromosome, PAC, 9.0 kbp）の開発

に成功しました。これは出芽酵母人工染色体（Yeast Artificial Chromosome, YAC）に続く世界第二例目のも

のです。PACは原虫内で完全に本来の染色体様に挙動し、その染色体機能の完全性は前述の YACを超えるもので

あり、PACの大きな特徴の一つです。我々の研究室では PACの開発成功を応用し、人工合成した巨大ゲノムを

PACの中に組み込み、マラリア原虫へゲノム移植して、人工合成マラリア原虫の作出することを試みています。

人工合成マラリア原虫は世界初の人工真核生物となり、合成生物学を新たな段階へと導きます。この技術は人

工弱毒化マラリア原虫の作出や、薬剤耐性研究モデル原虫の作出などへの応用が考えられ、マラリア対策に貢

献すると期待されます。 


